
 

命を大切に「交通安全」 

学校長 塚本 善智 
 

  初夏の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のことと存じあげます。 

  平素より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

  一学期も１ケ月が経ち、現在の学級や先生、新しい生活リズムにも慣れてきたころか

と思います。学校でも子どもたちは色々な友だちと元気に活動してくれています。しかし、

慣れてきたころに一番気をつけなければならないのが、登下校中や家から自転車に乗

って出かける際の交通マナーです。「知っている道だから」「いつもは車が来ない道だか

ら」とつい左右も確認せずに飛び出してしまったり、猛スピードでカーブを曲がったりして

しまいがちです。警察方にお話を伺うと子どもの事故ナンバーワンは「飛び出し」による

ものなんだそうです。 

そこで子どもたちの安全を守るために、ご家庭でも話し合っていただきたいのですが、

危険予知と「もし～だったら怖いよね」と想像を膨らませることです。「もし、曲がった先に

車がきていたら」「もし、飛び出したところにお年寄りや小さな子がいたら大ケガさせてし

まうかもしれない」など最悪の事態を想定することが大切です。自分たちの命はもちろん

守るべきですが、ほかの人たちの命も同じように大切です。児童朝礼や避難訓練のとき

など、子どもたちには「自分の身は自分で守る」という話をよくしますが、被害者にも加

害者にもならないよう、ご家庭で話していただける一つの機会になればと考えています

のでよろしくお願いいたします。 
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